
報道機関 各位 期日  令和６年２月２２日（木） 

時間  午後３時３０分から  

会場  南魚沼市役所本庁舎２階応接室  

件 名 

令和６年２月の定例記者会見について  

内 容 

１．令和６年度南魚沼市当初予算（案）の概要について

・・・財政課 Ｐ１

２．「南魚沼市医療のまちづくり拡大市民会議」の開催について
・・・医療対策課 Ｐ28

３．「認知症行方不明捜索訓練」について
・・・介護保険課 Ｐ 30

４．第三者承継に焦点を当てた事業承継セミナーの開催について
・・・商工観光課  Ｐ 33

５．魚沼地域定住自立圏「春待ちえちご婚活 BUS TOUR」について  
・・・企画政策課  Ｐ 36

○南魚沼市観光協会からの情報提供

・「今泉記念館アートステーション」展示替えについて

○南魚沼市まちづくり推進機構からの情報提供（資料配布のみ）
イベントスケジュールについて
・「高校生職場体験 2024」
・「第15回南魚沼グルメマラソン」
・「起業女子交流会ｉｎ南魚沼」

《３月定例記者会見：令和６年３月29日（金）午前11時～予定》 

≪お問合せ先≫  
南魚沼市  総務部  秘書広報課 

担 当：秘書広報班 樋口 忠 
電  話 ０２５－７７３－６６５８  
ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５  
メール hisyo@city.minamiuonuma.lg.jp

報道資料  



令和６年度

当初予算（案）の概要

令和６年２月２２日
報道発表資料

令和６年２月

南 魚 沼 市

※本資料は３月定例議会に提案する議案の資料「当初予算（案）の概要」から、一部抜粋して作成したものです
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令和６年度 予算案のポイント

●市制施行後、２０年を迎えることから、持続可能な財政運営を念頭に置きつつも、
次の２０年を見据えた取り組みを行い、南魚沼市がさらに飛躍することを目指した積
極的な予算として編成

●総合計画実施計画のローリング、第３次財政計画に基づき、主要な施策を着実に
進捗させるとともに、公共施設等総合管理計画に基づく、大規模改修や不要となっ
た公共施設の解体除却の費用、及び新たな取り組みに必要な経費を計上

●全国の大勢の皆さまから応援いただいている「ふるさと応援寄附金」を有効に活
用し、計画に基づいた事業の実施

●市制２０周年の節目において、住んでいる人が今後も住み続けたいと感じる魅力
を高め、地域全体の活気につなげることを目的に各種事業を実施
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令和６年度 当初予算総額

７１０億６，４２５万円「前年度比 +78億5,408万円(12.4%増)」

一般会計 ３９５億６，０００万円
「前年度比 ＋59億4,000万円（17.7％増）」

特別会計

国民健康保険 ５３億６，８００万円 前年度比 ▲1億7,600万円 (3.2％減)

後期高齢者医療 ７億６，５００万円 前年度比 1億4,400万円(23.2％増)

介護保険 ７０億８，０００万円 前年度比 ＋1億 400万円 (1.5％増)

企業会計

水道事業 ３８億１，７００万円 前年度比 ▲1,408万円 (0.4％減)

病院事業 ８３億８，３０１万円 前年度比 ＋15億9,225万円(23.4％増)

下水道事業 ６０億９，１２３万円 前年度比 2億6,391万円 (4.5％増)

次の20年への第一歩として
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

当初予算額 34,912 34,493 32,673 30,943 29,920 30,423 30,230 30,560 31,930 33,620 39,560
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単位：百万円 一般会計当初予算額の推移
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地方交付税

11,000,000 

（27.8%）

市税

6,823,692 

（17.2%）

繰入金

4,128,380 

（10.4%）

国庫支出金

3,925,937 

（9.9%）

県支出金

3,562,817 

（9.0%）

市債

3,545,800 

（9.0%）

寄附金

2,025,002 

（5.1%）

諸収入

1,495,721 

（3.8%）

その他 3,052,651（7.8%）
地方消費税交付金 1,459,600（3.7%）
使用料及び手数料 367,048（0.9%）
地方譲与税 323,540（0.8%）
地方特例交付金 268,600（0.7%）
分担金及び負担金 199,453（0.5%）
繰越金 150,000（0.4%）
法人事業税交付金 125,100（0.3%）
財産収入 78,696（0.2%）
配当割交付金 28,400（0.1%）
環境性能割交付金 25,700（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金 20,400（0.1%）
交通安全対策特別交付金 4,924（0.0%）
利子割交付金 1,190（0.0%）

歳入総額
39,560,000千円

一般会計歳入構成比

単位：千円
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一般会計歳出構成比（目的別）

単位：千円

民生費

9,648,000 

（24.4%）

教育費

5,524,539 

（14.0%）

衛生費

5,429,033 

（13.7%）

総務費

5,413,037 

（13.7%）

土木費

4,716,229 

（11.9%）

公債費

3,870,179 

（9.8%）

農林水産業費

2,514,743 

（6.3%）

消防費

1,474,327 

（3.7%）

その他 969,913（2.5%）
商工費 684,270（1.7%）
議会費 187,870（0.5%）
予備費 60,000（0.2%）
労働費 34,673（0.1%）
災害復旧費 3,000（0.0%）
諸支出金 100（0.0%）

歳出総額
39,560,000千円
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一般会計歳出構成比（性質別）

単位：千円

歳出総額
39,560,000千円

普通建設事業費

9,236,395 

（23.4%）

人件費

6,217,276 

（15.7%）

物件費

5,755,646 

（14.6%）

補助費等

4,871,159 

（12.3%）

扶助費

4,507,175 

（11.4%）

公債費

3,877,179 

（9.8%）

繰出金

2,309,188 

（5.8%）

維持補修費

1,361,276 

（3.4%）

その他 1,424,706（3.6%）
積立金 1,244,406（3.1%）
貸付金 117,300（0.3%）
予備費 60,000（0.2%）
災害復旧費 3,000（0.0%）
投資及び出資金 0（0.0%）
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H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

下水道会計 31,464 30,936 30,043 29,080 28,224 27,289 26,429 25,453 24,302 23,263 22,523

病院会計 2,298 5,929 5,747 5,563 5,135 5,025 5,139 4,811 4,483 4,081 3,992

水道会計 12,628 11,887 11,179 10,457 9,769 8,899 8,202 7,569 7,045 6,496 6,811

一般会計 41,621 42,421 41,913 41,028 39,682 37,749 35,386 33,073 30,393 29,108 28,891
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長期債（市債）残高の推移状況
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事業名 内 容 予算額 区分 担当課

第３子以降の保育料無償化事
業

・多子世帯の経済的負担を軽減するため、生計同一の最年長の子どもから数えて、3人目以降は保育料を無料
とする

（2,332万円） 新規★ 子育て支援課

子育てＩＣＴ運営費
・保育支援サービスを活用し、保育士が子どもと向き合う時間を充実させるため、保育士の業務負担を軽減
する環境づくりをし、保護者には安心して利用できるＩＣＴ環境の構築を図る

3,602万円 新規★ 子育て支援課

公私連携教育・保育施設事業 ・指定管理委託をしている公設民営園を公私連携園に移行する 2億6,918万円 新規 子育て支援課

がん患者医療用補整具購入費
助成事業

・がん治療に伴うウイッグ・乳房補整具の購入費用を助成する 80万円 新規★ 保健課

母子保健事業
・出産、子育てを支援する母子健康手帳アプリを導入し、デジタルの予診票やオンライン予約によりサービ
スの充実や事務の効率化を図る
・医療機関で実施する新生児聴覚検査にかかる費用、１か月児健康診査にかかる費用を助成する

1億1,098万円 拡充★
保健課
こども家庭ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

後期高齢者保健事業
・後期高齢者の健康意識の向上と傷病の早期発見を目的として、後期高齢者健診、歯科健診、人間ドック費
用助成を引き続き実施し、高齢者の増加による事業費拡充を行うほか、新たに高度な医療データ分析とナッ
ジ理論に基づいた健診の受診勧奨を行う

2,655万円 拡充 市民課

子ども医療費助成事業
・０歳～就学前まで、入院、通院医療費の保険適用分を全額助成する
・小学校入学～高校卒業まで、入通院医療費の保険適用分を一部助成する

1億4,803万円 継続 子育て支援課

出産応援緊急５か年事業
・出産子育て応援給付金とは別に出産のお祝いと子どもの明るい未来を願い、第１子に１２万円、第２子に
１５万円、第３子以降に２０万円の祝い金を支給する独自施策を継続し子育て世代の応援を行う

4,610万円 継続★ 子育て支援課

障がい者自立支援事業 ・障がい者の自立を支援するため、障がい福祉サービス、自立支援医療の給付、補装具の支給などを行う 12億8,200万円 継続 福祉課

介護人材確保緊急５か年事業
・介護人材確保のため、新規・移住・現役復帰などで市内の介護施設に就職する方への支援金と、特に人材
不足が深刻な介護支援専門員の人員確保のため、居宅介護支援事業所に継続して勤務する方への支援金の支
給事業を実施する

1,660万円 継続★ 介護保険課

令和６年度 重点施策の概要
政策大綱１ 保健・医療・福祉 ※区分欄に★のついている事業は、その全部または一部が市の独自事業です。

- 9 -



事業名 内 容 予算額 区分 担当課

教育改革推進事業
・学力向上に向け、「読む力」を育成するため、リーディングスキルテストを実施し適切な指導を行う。ま
た、英語の学力と学習意欲の向上を図るため、実用英語技能検定（英検）の受験料の補助を行う

3,294万円 拡充★ 学校教育課

小学校GIGAスクール運営費
・家庭での学習習慣の向上を図るとともに、一人一人の理解度に合わせた個別最適な学びを推進するため、
小学５・６年生の学習用端末にＡＩを活用した学習ドリルを導入する

5,403万円 拡充★ 学校教育課

中学校GIGAスクール運営費
・家庭での学習習慣の向上を図るとともに、一人一人の理解度に合わせた個別最適な学びを推進するため、
生徒全員の学習用端末にＡＩを活用した学習ドリルを導入する

2,252万円 拡充★ 学校教育課

統合給食センター建設事業
・大和学校給食センターと六日町学校給食センターを集約した新たな統合給食センターを、令和５年度から
令和７年度までの継続事業で旧大巻小学校跡地に整備する

20億7,507万円
継続費
22億4,741万円

継続 学校教育課

特別支援学校GIGAスクール運
営費

・家庭での学習習慣の向上を図るとともに、児童生徒一人一人の理解度に合わせた個別最適な学びを推進す
る

300万円 継続 学校教育課

政策大綱２ 教育・文化
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事業名 内 容 予算額 区分 担当課

新エネルギー政策推進事業

・2030年温室効果ガス削減目標50％を達成するための事業を展開する
・市民、事業者、市等の各主体が具体的に取り組む内容を定めた「区域施策編」の策定及び市自らの取組と
して、市役所敷地内に太陽光発電設備の設置に加え、庁舎窓ガラスの遮蔽コーティングを実施する
・住宅への太陽光発電設備の設置や省エネエアコンの買替え費用に対する補助制度を創設し啓発を図る

7,367万円 新規★ 環境交通課

カーボンオフセット制度活用
事業

・新潟県J-クレジット制度に基づき創出されたＣＯ2の吸収量として過去に発行した「南魚沼銘水の森クレ
ジット」の完売が近づいているため、新規でクレジットを発行するために必要なプロジェクトの計画書等を
策定する

484万円 拡充 環境交通課

ごみ埋立処分施設運営費
・埋立期間が終了した桝形山最終処分場覆蓋設備の解体及び整地工事を実施するほか、安定化に向けた適正
な施設管理を継続する

1億3,649万円 拡充 廃棄物対策課

広域ごみ処理施設建設事業
・新ごみ処理施設の整備内容の詳細を定め、要求水準書の策定に取り組むとともに、建設予定地の旧し尿処
理施設の解体に向けた排水設備工事や地質調査及び旧し尿処理施設の解体設計を行う

1億4,607万円 拡充
新ごみ処理施設整備
室

雪資源活用事業

・地域特有の再生可能エネルギー「雪氷熱利用」を活用した公共施設等における省エネ化を実現するため、
雪冷熱冷房設備を市役所南庁舎に設置する
・各部署が大学や民間企業・団体等と連携しながら市内外において実施する、雪を活用したＰＲ活動のため
の貯雪場を設置する

1,932万円 拡充★ 環境交通課

可燃ごみ処理施設整備事業
・年間を通じて安定的なごみ処理が維持できるよう、施設整備計画に基づく延命化を図り、主要設備の更新
及び修繕を行う

6億1,754万円 継続 廃棄物対策課

政策大綱３ 環境・共生
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事業名 内 容 予算額 区分 担当課

個人住宅リフォーム事業
・「中古住宅リフォーム補助金」に、市外からの移住者に対する加算補助を設けるとともに、「みんな住マ
イル補助金」について、令和元年以降に補助金を受けた住宅も、再度申請対象とする（申請制限リセット）

6,000万円 拡充★ 都市計画課

街路新設改良事業
・街路竹俣泉田線（市道新沖上線）の道路改良事業（道路改良工事、物件補償等）及び街路石打中央線（市
道関五十嵐線）の道路改良事業（道路詳細設計）を行う

7,100万円 継続 都市計画課

沿道整備街路事業
・街路塩沢中央通り線（つむぎ通り）の区画整理等事業（補償物件調査、用地買収・物件補償等、取付市道
工事、雁木整備補助金）を行う

2億4,614万円 継続 都市計画課

道路新設改良事業
・交付金事業による道路改良６路線、国庫補助による通学路交通安全対策７路線等を実施し、生活道路の改
良、歩道設置などの整備により道路の安全性と利便性の向上を図る

3億1,679万円 継続 建設課

市営住宅総合改善事業
・改修による施設の長寿命化や住宅団地の統廃合を行うもので、令和２年度に改定した公営住宅長寿命化計
画に基づき、市営赤石団地の改修工事及び監理監督業務、移管される樋渡教員住宅に係る設計業務を行う

9,798万円 継続 福祉課

政策大綱４ 都市基盤
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事業名 内 容 予算額 区分 担当課

林業振興促進事業
・しいたけ栽培農家が進めるしいたけ生産量増加のための栽培ハウスの整備に対し、国県の交付金を活用し
施設整備への支援を進め、国県の補助制度を利用し特用林産物の生産基盤の強化と栽培効率の向上を図る

1億6,632万円 新規 農林課

農業振興対策補助事業
・農家が進める園芸施設導入への支援や新規就農者支援を進めるほか、老朽化している西瓜選果施設の更新
について、国の交付金を活用し施設整備への支援を行うなど、国県の補助制度を利用し強い農業と担い手確
保を進める

12億8,609万円 拡充 農林課

商工業振興補助事業

・各商工会への補助金の拡充、産学金官で組織する地域産業支援連絡協議会（ＩＣＬＯＶＥ）支援、創業支
援補助金及び中小企業の従業者の研修受講料補助金のほか、店舗のバリアフリー及び親子同伴設備等の改装
補助、地域資源や技術を活用した新商品の開発を支援するふるさとものづくり事業への支援を行うほか、六
日町ポイントカードシステムの更新補助などを行い、商工業支援を進める

5,672万円 拡充★ 商工観光課

農業振興一般経費
・南魚沼産コシヒカリの販売促進とブランド化を進めるため、首都圏での販路開拓イベントや市内若手農家
によるＰＲ活動を継続するほか、新米販売時期にあわせ大手メディアや広告塔などを活用した宣伝広告を行
うことにより、南魚沼産コシヒカリの消費者への購買訴求力向上を図る

3,529万円 拡充★ 農林課

多面的機能支払事業
・農業、農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、地域内の農業者が共同で取り組む地域活動や営
農活動に対して、農地維持支払及び資源向上支払で支援する

3億2,114万円 継続 農林課

ふるさと里山再生整備緊急５
か年事業

・里山林が持つ公益的機能(水源かん養、土砂流出、崩落防止等)の向上、荒廃里山林の再生や保全のため、
集落周辺の荒廃した里山林の整備支援を進め、有害鳥獣対策や林業人材の育成や雇用の創出など、森林整備
を取り巻く課題解決も視野に入れた取組みを行う

5,000万円 継続★ 農林課

イノベーション推進事業

・人材育成及びリゾートオフィス・田園都市構想松井基金を活用して市内の起業者や事業家の育成、資本確
保への支援を進めると共に、ＪＲ六日町駅に設置した事業創発拠点を中心に事業者のネットワークの形成、
企業の競争力強化と産業振興を進める
・地域資源を活用した新商品の開発や販路開拓、ＰＲ、海外市場参入を目指す中小企業の進出支援を進める

1億6,133万円 継続★ 商工観光課

建設業人材確保支援事業
・担い手人材確保に向けて、測量設計業及び建設業の事業者を対象に、技術者の資格取得に対し補助を行う
もので、除排雪業務の担い手確保に向けて、除雪車運転に必要な大型特殊自動車免許などについての取得を
追加して行う

200万円 継続★ 建設課

政策大綱５ 産業振興

- 13 -



事業名 内容 予算額 区分 担当課

消防庁舎整備事業 ・消防庁舎の長寿命化に向けた改修として、湯沢署の消雪井戸と消雪パイプを敷設更新する 4,951万円 新規 湯沢消防署

空家等総合対策事業 ・相続人不存在の特定空家等について、国の補助金を活用して除却を実施する 944万円 新規 総務課

市制20周年記念事業
・20周年の節目において、新たな一歩を踏み出し、「住んでいる人が今後も住み続けたいと感じる定住の魅力を高
める」、「若い力を育み地域全体の活気につなげる」、「市民とともに祝う」という視点から、記念式典、市勢要
覧作成、庁内提案事業等さまざまな事業を実施する

7,000万円 新規★ 企画政策課

地域活動支援事業

・地域おこし協力隊制度を活用し、新たに隊員を増員させ、地域づくり協議会や地域団体の事業の活性化を図る
・大学生等の休暇に併せ地元の事業所で働きながら交流をする滞在プログラムふるさとワーキングホリデーを継続
して行い、関係人口の拡大を図る
・首都圏の企業の社員を職員として派遣してもらうことで専門的なノウハウを得ることができる地域活性化起業人
制度を新たに実施する

4,740万円 拡充 U＆Iときめき課

防災対策事業
・新潟県と共催で、浦佐地区を主会場として、防災関係機関の連携強化と市民の防災意識の向上を目的に、「新潟
県総合防災訓練」を実施する

283万円 拡充 総務課

緊急時情報伝達事業

・携帯電話、スマートフォン等で緊急情報を入手できない世帯に対して、情報弱者対策として、緊急情報を固定電
話に架電するシステムを導入する
・コミュニティFM局が災害により放送不能となる場合に備え、市役所本庁舎からも放送が可能となるよう、必要な
放送システム整備への補助を行う

1,203万円 拡充★ 総務課

電算情報管理一般経費
・子育て支援アプリ（保育・母子関係）について、サービスの入口を一つにまとめたポータルアプリを導入し、複
数の行政サービスが同じIDで利用可能となることで、利用者の利便性向上を図る 1億916万円 拡充★ 情報管理室

移住・定住促進事業
・ふるさと納税のPRや地域の魅力を発信することで関係人口の深化を目指すため、ふるさと応援隊を対象にした感
謝祭を東京と大阪で行う
・中高生の地域探求などの学びを充実させることで地域への愛着・誇りを深め、定住を図る事業を行う

4,097万円 拡充★ U＆Iときめき課

消防団運営費
・災害時に活動する際の安全装備の充実を図るため、シールド付き保安帽を継続して整備する
・災害時に出動した団員への出動報酬の改定を行う。

1億4,090万円 継続 消防庶務課

消防団施設整備事業 ・小型ポンプ１台及び軽積載車9台を更新する 5,949万円 継続 警防課

消防車両整備事業
・毎年増加する救急需要に対応するべく、本署、湯沢署の高規格救急車を更新するとともに、老朽化した大和分署
の指令車を更新する

8,999万円 継続 警防課

国際交流及び文化・ス
ポーツ基金事業

・国際的な視野を持った次世代の人材を育成することを目的に、海外の多様な文化に触れながら人権や平和につい
て学び考える機会として、基金を活用した海外派遣研修事業を実施する

2,254万円 継続★ 学校教育課

ふるさと納税推進事業
・ふるさと納税に対して返礼品を設け、地域の産業振興と市民サービスの向上の両立を目指すとともに、効果的な
PRを行う事で寄附者を増やす事やリピーターの確保を図る

10億円 継続 U＆Iときめき課

政策大綱６ 行財政改革・市民参画
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事業名 内 容 事業費 担当課

健診施設等建設事業 ・健康寿命の延伸と生きがいの創出を図ることで人生100年時代に対応する新たな健診施設の移転新築を行う
10億3,648万円
（5,715万円）

保健課
（医療対策課）

医療のまちづくりに関する骨
太の計画推進事業

・医療のまちづくりを目指し、骨太の計画を推進するため、３つの事業を行う
2億4,900万円

（2億4,900万円）
保健課

（医療対策課）

・高額医療機器整備事業
・これまで更新ができなかった市立病院で使用する高額医療機器等について、医療安全
の確保と地域医療の充実を図るために更新する

（1億5,000万円）
保健課

（医療対策課）

・医師確保緊急対策事業
・地域に不足する開業医の資金借入に対する利子補給を行うことで、開業医の増加を目
指す。また、地域医療体制維持のため診療所の新規開業、事業承継への支援を行う

（9,300万円）
保健課

（医療対策課）

・看護師確保緊急対策事業 ・看護師人材確保のため移住支援金を支給する （600万円）
保健課

（医療対策課）

保育園大規模改修事業
・石打地区の保育園統合に向けた、石打保育園の改修を行う

2,000万円
（200万円）

子育て支援課

介護施設大規模改修緊急５か
年事業

・国や県の大規模改修事業の補助金を受けられない介護施設について、改修費の一部補助を行い、安定的な介護サー
ビスの提供を支援する

5,000万円
（5,000万円）

介護保険課

【1.健康・福祉・子育てのまちづくりコース】

ふるさと応援活用基金事業
※事業費はふるさと応援活用基金事業の対象とした事業費の合計であり、予算額と一致しない場
合があります。
※事業費の下のカッコ内の額は基金充当額です。

対象事業費総額 32億2,798万円
うち基金充当額 18億4,549万円
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事業名 内 容 事業費 担当課

スポーツ施設照明LED化改修
事業

・大原運動公園多目的グラウンド及び小栗山サンスポーツランドのナイター照明のLED化を行う
7,583万円

（1,033万円）
生涯スポーツ課

1統合給食センター建設事業 ・統合給食センターの運営に向けて、必要となる配送用トラックや配食用の什器類を整備する
3億7,762万円

（3億7,762万円）
学校教育課

小中学校大規模改修事業
・老朽化した小・中学校について、経年劣化した施設の大規模改造工事を実施する（北辰小学校大規模改造、塩沢中
学校体育館屋根改修、大和中学校基本設計業務）

4億9,678万円
（3億1,135万円）

学校教育課

市内各施設照明LED化事業
市内各施設の照明をＬＥＤに改修し、維持管理費の縮減と環境負荷の低減を図る
（池田記念美術館、市内各保育園、薮神地域コミュニティセンターまほろば）

4,949万円
（499万円）

大和市民センター
子育て支援課
社会教育課

【2.学ぶ喜び・文化をはぐくむまちづくりコース】

【3.豊かな自然づくりのための事業コース】

事業名 内 容 事業費 担当課

新エネルギー政策推進事業 ・市役所敷地内への太陽光発電設備の設置及び窓ガラス遮蔽コーティングを行う
4,530万円

（3,050万円）
環境交通課
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事業名 内 容 事業費 担当課

緊急消雪施設改修事業 ・老朽化が進んでいる消雪用井戸の洗浄（９カ所）、ポンプ交換（６カ所）、およびメーンパイプ布設替え等を行う
1億7,548万円

（1億7,548万円）
建設課

緊急消雪施設新設事業 ・冬期間における、ほくほく線魚沼丘陵駅利用者の利便性と安全性を確保するため、駐車場の消雪施設の延伸を行う
261万円

（261万円）
都市計画課

緊急舗装改修事業
・老朽化が進んでいる市道について、舗装の打換え（10路線）、切削オーバーレイ等（10路線）を行う
・六日町駅西口駐車場の舗装の打換えを行う

3億4,510万円
（3億4,510万円）

建設課
都市計画課

塩沢交流広場整備事業
・つむぎ通り整備事業に合わせて、景観に調和した広いトイレに改築し、大型バスで訪れる観光客や障がい者等に対
応できるようにする

8,000万円
（4,000万円）

都市計画課

【4.安全・快適で住み続けたいまちづくりコース】

【5.力強い産業のまちづくりのための事業コース】

事業名 内 容 事業費 担当課

田園都市構想施設整備事業
・地域資源を活用し、新たな産業の創出や地域活性化を図るため、拠点となる道の駅南魚沼の再整備を進めるため、
公募（プロポーザル）により基本設計を行う

4,000万円
（4,000万円）

商工観光課

農業者等緊急支援事業 ・南魚沼産コシヒカリのブランド維持のためのPR事業を行うことで、農業者の支援につなげる
3,000万円

（3,000万円）
農林課

用排水路等長寿命化緊急５か
年事業

・多面的機能支払事業では補えない農業用施設の長寿命化を図るため、用排水路の土側溝や老朽化した側溝の補強・
更新などを進め、農業者の更なる生産環境の改善と維持管理労力の省力化を支援する

3,000万円
（3,000万円）

農林課
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事業名 内 容 事業費 担当課

大巻地域開発センター改築事
業

・地域活動の拠点の場として、大巻地域開発センターの改築に向けた実施設計を行う
5,437万円

（5,437万円）
財政課

ＤＸ推進事業
・南魚沼市ＤＸ推進計画に基づき、デジタル技術を用いて、行政事務の効率化と市民サービスの充実を図る
（母子健康支援システム導入、子育てICTシステム導入、スーパーアプリ導入）

6,992万円
（3,496万円）

DX推進室
子サポセンター
子育て支援課

【6.市民が誇りを持てるまちづくり事業コース】
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主要事業の説明
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新規 第3子の保育料無償化事業

「若者が帰ってこられる、住み

続けられるふるさと」の実現

多子世帯の経済的負担を軽減

するため、生計同一の最年長

の子どもから数えて、3人目以

降の保育料を無償化

事業費 2,332万円
歳入減 1,900万円

歳出増 432万円
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新規 保育園ＩＣＴ導入事業費

・欠席連絡はアプリ
・出席簿は自動で作成

・欠席連絡は電話

・出席簿は手動で作成

・保護者の負担減

・保育士が子どもと関わる時間を多く確保

・印刷費用などの削減

令和４年度「南魚沼市DX推進計画」を策定

新たな技術を活用した業務改革の推進、住民サービスの向上を図る

他にも
・午睡チェック
・お便り配信
・各種保育記録作成

・保護者はいつでも
連絡が可能
・保育園は電話対応
と出席簿作成が不要

登降園管理

システム導入後

事業費 3,602万円

現在
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継続 健診施設等建設事業 事業費 10億3,648万円
（継続費 37億円）

健康寿命の延伸と生きがいの創出を図ること
で、人生100年時代に対応する新たな健診施
設を市民病院敷地内に移転新築を行う

・医師をはじめとしたスタッ
フの移動負担の軽減
・市の中心部に位置すること
で、市民が等しく利益を享受
できる
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新規 新エネルギー政策推進事業

2050年カーボンニュートラルの実現に向けた
2030年46％温室効果ガス削減（2013比較）

目標

住宅への太陽光発電設備
の設置費用

省エネエアコンへの
買替えの費用

市役所の取組
市民の取組への補助

市役所敷地内へ
の太陽光発電設
備の設置

市役所の窓ガラ
ス遮蔽コーティ
ング

事業費7,367万円
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新規 用排水路等長寿命化緊急5か年事業

農業者の生産環境の改善・向上

農業者が長年苦慮している土側溝
や老朽化した側溝

・土砂の堆積、雑草の繁茂による

排水機能の喪失
・泥上げなどの管理が困難

コンクリート側溝の新設や長寿命
化事業の実施を支援

事業費 3,000万円

ブランド力の向上
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新規 空家総合対策事業

所有者不存在の空家等
に対する危険除去

空家等除却事業補助金
（Ｒ５から実施）

国庫補助を活用した

特定空家等の除却

（Ｒ６から実施）

所有者不存在の空家等に
対する危険除去

補助金額

１件２０万円

略式代執行の
実施

継続

新規

新規

事業費 944万円

これまで防災対策事業の中で行っていた空き家対策を独
立させ、応急対応中心から積極的な除却支援へ
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継続 統合給食センター建設事業

大和給食センターと六日町
給食センターを集約させ、
新たな統合給食センターを
建設し、令和7年度2学期か
らの供用開始を目指す

事業費 20億7,507万円
継続費 22億4,741万円

業務の効率化と、経費の節減
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新規 市制20周年記念事業 事業費 7,000万円

・若い力を育み、地域全体の活気につなげる

・今後も住み続けたいと感じるための魅力を高める

・市民が市の魅力を再認識するきっかけづくり

記念式典、市勢要覧作
成、シティプロモー
ション事業などを行う

機運醸成
のため
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報道機関 各位  令和６年２月２２日 

南魚沼市病院事業  

医療対策課  

件 名 

「南魚沼市医療のまちづくり拡大市民会議」の開催について  

内 容 

 令和６年 11 月１日に、ゆきぐに大和病院を診療所化するなど、南魚

沼市病院事業では医療の再々編を行います。  

 市民のみなさんから新たな医療提供体制について知っていただきた

いことから、下記のとおり会議を開催いたします。つきましては、取材

等のご協力をお願いいたします。  

記  

１．会議名：南魚沼市医療のまちづくり拡大市民会議  

２．日 時：令和６年２月 24 日（土）  

第１部：13 時 30 分開始（施設見学と体験） 

第２部： 14 時 30 分開始（提供体制に関する説明会） 

３．会 場：南魚沼市民病院  

４．内 容：添付資料によりご確認ください。

添付資料  

・「南魚沼市医療のまちづくり拡大市民会議」チラシ  

報道資料  

≪お問合せ先≫  
南魚沼市病院事業 医療対策課 
電  話 ０２５－７８８－１２２２  
ＦＡＸ ０２５－７８８－１２３１  
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 令和 6年 11月 1日に、ゆきぐに大和病院が診療所化す

るなど、南魚沼市病院事業では医療の再々編を行います。 

 市民のみなさんから新たな医療提供体制について知ってい

ただきたいことから、以下のとおり 2部制で開催します。 

 

第 1部：施設見学と体験 

 ①時間 13：30～14：20 

 ②定員 30名 

 ③内容 

  10名×３グループに分かれて、回復期病床（第 3病

棟）の見学、リハビリに関する説明、リハビリの体験 

 

第 2部：提供体制に関する説明会 

 ①時間 14：30～16：00 

 ②定員 60名 

 ③内容 

  医療の再々編の概要、準備状況の説明、訪問看護や訪

問リハビリの実例紹介、新健診施設について など 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】医療対策課（南魚沼市民病院内） 

電話：025-788-1222（代表）  

南魚沼市医療のまちづくり拡大市民会議 
・日時：令和６年２月２４日（土） 

・会場：南魚沼市民病院 

それぞれに申込みが必要です。申込み方法は、市報

みなみ魚沼、病院だより２月１日号をご覧くださ

い。 
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 報道機関 各位  令和６年２月２２日 

南魚沼市福祉保健部 

介護保険課  

件 名 

「認知症行方不明捜索訓練」について  

内 容 

南魚沼市では、平成 19 年から認知症になっても住み続けられる地域

のネットワークづくりの一環として、「認知症行方不明捜索訓練」に取

り組んでいます。 

今年度は、大和地域の東地区地域づくり協議会と協働して、認知症の

予防、認知症への理解や家族の接し方及び市の取組を伝える市民フォー

ラムを３回行ってきました。そのまとめとして、地域で認知症の方がい

なくなった場合を想定し下記により捜索訓練を実施します。 

 

記  

 

１．日   時 令和６年３月 23 日（土）午後１時 30 分～５時 00 分 

 

２．主 会 場 東地区開発センター （南魚沼市茗荷沢 268-1） 

 

３．参加関係者 南魚沼警察署、東地区地域づくり協議会、民生委員、

介護サービス事業所、地域住民等  

 

４．訓 練 内 容 東地区模擬訓練タイムスケジュール（別紙参照） 

添付資料  

・東地区模擬訓練タイムスケジュール  

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  
・東地区地域づくり協議会副会長  上村則夫  
 電 話 ０２５－７７９－３３１２  
・南魚沼市福祉保健部介護保険課 
 大和地域包括支援センター  
担 当：須藤、荒井  

 電 話 ０２５－７８８－０１０６  
 ＦＡＸ ０２５－７７７－３１９１  

- 30 -



- 31 -



- 32 -



 報道機関 各位  令和６年２月２２日 

南魚沼市産業振興部  

商工観光課  

件 名 

第三者承継に焦点を当てた事業承継セミナーの開催について  

内 容 

南魚沼市では、事業主の高齢化などにより、廃業を迫られる事業者

が増えてきており、事業承継が課題となっています。この課題に対応

するため、第三者承継に焦点を当てたセミナーを下記のとおり開催い

たします。今回のセミナーでは、事業承継士から承継に向けてのプロ

セスや事例を学ぶほか、事業承継を経験した方からお話を聞くことも

できます。  

事業承継を検討している事業者だけでなく、支援・関連する方々か

らも参加いただき、事業承継という選択肢の認知・拡大を目指してい

きます。  

 

記  

 

１．日  時 令和６年３月 18 日（月） 15 時 00 分～17 時 00 分  

 

２．場  所 南魚沼市事業創発拠点「ＭＵＳＵＢＩ－ＢＡ」 

       南魚沼市六日町 91 番地 2 ＪＲ六日町駅東口 1 階 

 

３．定  員 現地 30 名（オンライン配信あり）  

 

４．対 象 者 事業承継を検討している事業者、支援団体等  

 

５．参 加 費 無料 

 

６．申込方法  申込フォーム、電話、ＦＡＸ、メールでの申し込み  

       （詳細はチラシ裏面参照）  

 

７．主  催 南魚沼市（運営：（株）ライトライト）  

添付資料  

・「～あなたの後継者を探そう！～明るい未来の選択肢を考える  事業

承継」チラシ  

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  

 南魚沼市産業振興部商工観光課  
担 当：商工振興班 若井  
電 話 ０２５―７７３―６６６５  
ＦＡＸ ０２５―７７３―６７１０  
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 報道機関 各位 令和６年２月２２日 

南魚沼市総務部 

企画政策課  

件 名 

魚沼地域定住自立圏「春待ちえちご婚活ＢＵＳ  ＴＯＵＲ」について  

内 容 

 魚沼地域在住者に出会いの機会を提供するため、首都圏在住者を招

き、南魚沼市・湯沢町・魚沼市の定住自立圏事業として婚活バスツアー

を実施します。  

 

１．日 程 令和６年３月 23 日（土）・３月 24 日（日）  １泊２日  

２．内 容 魚沼の里、源泉湯の宿かいり、西福寺開山堂、体験工房

大源太、越後湯沢温泉街  

３．参加条件  ・25 歳から 40 歳までの独身男性  

・南魚沼市・湯沢町・魚沼市に在住  

・事前セミナーを受講した者  

※女性は 25 歳から 40 歳までの首都圏在住の人を募集  

４．参 加 費 22,000 円（宿泊費、飲食費含む）  

５．募集人数  男性 15 人（申込多数の場合は抽選）  

６．申込期限  令和６年３月５日（火）  

７．主 催 南魚沼市・湯沢町・魚沼市  

（旅行主催：コミュニティ婚活株式会社）  

 

添付資料  

「春待ちえちご婚活ＢＵＳ ＴＯＵＲ」チラシ  

 

報道資料  

≪お問合せ先≫  
 南魚沼市総務部企画政策課  
担 当：企画班 青木  

 電  話 ０２５－７７３－６６７２  
 ＦＡＸ ０２５－７７２－３０５５  
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